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ふぁびゅらすテスト ＜2024 年 3 月 22 日②＞ 

@2024sakurakosensei 転載・転売・流用禁止 

 

＜正答 ２＞ 

適応機制とは、欲求不満や葛藤により心理的緊張が続いている際、その状況を自分自身の気持ち

と適応させようとする心理的な働き（機制）のことをいう。防衛機制ともいう。 

 

Ａ―合理化 合理化によって解決しようとする場合、自己を正当化しようとする理由は嘘ではなく、

事実の一部を自分の都合のよいように解釈し、強調する。 

Ｂ―補償 ほかの面で他人より優越することで自我が傷つくのを防ぐのは、補償である。 

Ｃ―代償 本来の欲求を容易に達成できるほかの欲求におき換えて解決しようとするのは、代償で

ある。欲求のレベルを引き下げているともいえる。 

Ｄ―昇華 社会に受け入れられないような欲求や実現不可能な欲求を、社会に受け入れられるよう

な内容の欲求に変えて実現し、社会に認められるようにして解決を図るのは、昇華である。 

Ｅ―抑圧 欲求が阻止されたという結果を何らかの方法で解決するのではなく、心のなかに閉じこ

めてしまうことを、抑圧という。この緊張状態がつづくと、爪かみや指しゃぶり、食欲異常などの症

状や病的な身体症状が現れることがある。 

適応機制 説  明 

合理化 欲求が阻止され、思うような成果が得られなかった場合、その原因が実際には自

分にあっても、周囲が納得するようなほかの理由が原因だと考えたり、主張した

りして自己を正当化すること。 

補償 何らかの劣等感や弱点があり、そのために達成されない欲求がある場合、ほかの

面で他人より優越することによって、自我が傷つくのを防ぐこと。 

代償 欲求が阻止された場合、本来の欲求を容易に達成できるほかの欲求に置きかえ、

それを達成して満足することで心理的緊張を解消すること。 

昇華 直接的に実現することが不可能だったり、困難だったりする欲求の達成を、社会

に受けいれられ人々の役に立つかたちに変えて実現することで、満足を得ようと

すること。 

抑圧 さまざまな規則や規制などの影響を受け、欲求が阻止されたという結果を心のな

かに閉じこめてしまうこと。 

投射（投影） 自分では認めがたい弱点や欲求などを他人の中にあるものとして認めること。自

分の感情を相手に押し付ける。 

退行 自身の発達レベルより低い段階に戻ってしまうこと。外からの刺激を拒否するよ

うな態度をとること。 

否認 心配ごとやいやなことを拒否して、自分自身を守ること。抑圧とは違い、いやな

ことは自覚している。 
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反動形成 自分の本心に気づかず、逆の態度をとってしまうこと。 

同一視 対象者の望ましい特徴を、まるで自分のもののようにみなし、同じように行動し

て満足を得ること。 

 


